
蔵の湯「林」 午後３時～翌朝午前１０時３０分
貸切風呂 　午後２時３０分～翌朝午前９時３０分

入口の木札を「貸切中」にして内鍵をおかけくだ
さい。入浴の後は木札を「空いてます」にかけ
直してください。

温泉について
※10:30～15:00 利用不可
04 蔵の湯｢林｣

大浴場と露天風呂。明治建築､十五代続いた豪農の蔵の古材を
利用して作られました。本を読みながらリラックスできる休憩
スペースは、趣きのある設えと高い天井で開放感があります。

チェックイン･アウト
12フロント

丸一に到着したお客様はこちらで受付をお願いいたします。フロ
ント奥のスペースでは、骨董のうつわやお土産も展示販売して
おります。

14 万葉亭2Ｆ客室
15 万葉亭食事処

風にゆれる暖簾が印象的な万葉亭。ご宿泊の際のお食事処は
(15)になります。どこか懐かしい万葉亭の和の意匠は、落ち着いた
雰囲気で旅行の情緒をいっそう引き立てます。

※9:30～14 :30 利用不可
16 貸切風呂

貸切風呂｢赤の湯･黒の湯（16）｣は、肌に優しい温泉と赤外線･
ラジウム線を放出するタイルによる独特な水質で、温泉以上の
楽しみ方ができる半露天風呂となっております。

例年､四月上旬に中庭の
しだれ桜　が見ごろになるよ！
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01 本館

02 茶室

03 蔵の湯｢林｣

04 本館離れ
　清逸（せいいつ）
　晴湖（せいこ） 
　寛畝（かんぽ） 

05 特別室 
　正明（せいめい）

06 特別室 
　彦司（ひこじ）

07 特別室 
　友七（ともしち）

08 特別室 
　文蔵（ぶんぞう）

09 特別室 
　友右ェ門
　 （ともえもん）

11 特別室
　繁松（しげまつ）
　万津（まつ）

12 フロント
13 万葉亭客室 
楓･朴

14 万葉亭2F客室 
椚･椎･楢

15 万葉亭
食事処

16 貸切風呂

10 特別室 
　友吉（ともきち）
　曽賀（そが）
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H ATAG OYA M A R U I CH I  
群 馬 県 猿 ヶ 京 温 泉 | 旅 籠 屋 丸 一 | イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

〒 3 7 9 - 1 4 0 3 群 馬 県 利 根 郡 み な か み 町 猿 ヶ 京 温 泉 1 9 9  T e l . 0 2 7 8 - 6 6 - 0 0 6 6

入浴時間

貸切風呂のご利用方法

貸切風呂の入浴時間４０分 



◆ 食事はご案内の開始時間にお食事処へお越しください｡
 遅れる場合は事前にお知らせください。
【 夕食 】 午後６時開始  ‒  午後８時
【 朝食 】 午前８時開始  ‒  午前９時

◆ 館内はすべて禁煙となっております。
 喫煙所は野外に設置しております。

◆ 蔵の湯、貸切風呂、客室風呂の温泉温度は季節ごとに
 変わるので一定ではありません。
 適温と感じられない場合は、
 スタッフにお声かけください。
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H I S T O R Y旅 籠 屋 丸 一 の 成 り 立 ち

江戸時代の享保の頃、三国街道沿いに建てら

れた当時は丸一屋と呼ばれておりました。 創業

者は「友右ェ門」で「群馬県史、資料編12」の中の

「諸業高名録」に記されており、当館の過去帳に

も一代目 林 友右ェ門として残されています。 

創業はおよそ江戸時代の享保年間で、旅籠屋

丸一は猿ヶ京温泉の歴史深い宿のひとつという

事になります。

当時の猿ヶ京温泉は、越後から米や塩を持って

来る人々と、江戸からそれらを買い付けに来る

人々との合流地点であった為、 本陣を置くほど

往来の激しい場所でした。 丸一屋は宿としても

賑わっていた一方、七代目で、 諸国を巡らし馬喰

で財を成した友七、八代目で蘭方医だった彦司

など他の道を極めた人も傑出しました。特に友

七は書画に造詣が深く、画学生や絵師などを

逗留歓待して描かせた彼らの作品はもとより、

高名な書画も広く収集しました。 それらが時を

超えて現在、旅籠屋丸一の館内随所に飾られて

いるわけです。｢蔵の湯 HAYASH I ｣の前身で

ある蔵も七代目の建てたもので、玄関ホールの

天井の横柱には大きく「友七」と自筆の力強い

筆文字が残されています。また、明治維新にかけ

て幕末で活躍した書画が点在することから、 

友七も新しい時代を望んだ人物の一人だった

かもしれません。

その後、本格的な街道の宿としての歴史は閉じ

られていましたが、十三代目が再び開業にこぎ

つけ、先人達の想いに耳を傾けながら少しずつ

形を変えて現在に至っております。 古きよき時代

の作品や調度品の中で、 少しでも安らぎを感じ

ていただく事が十五代目の宿主の願いです。

◆ チェックイン ………………………… 15：00
 チェックアウト 　………………………… 10：00
 レイトチェックアウト 最大12：00まで可 　
 …… 1室1時間あたり4,400円

フロント：3 0 1
【 昼間（内線）】

緊急時のみ：31 0
【 夜間 20 : 30 以 降（内線）】

S TAY  G U I D E宿 泊 の し お り

お部屋：

当館の接客は、お客様のプライベートを尊重して
お寛ぎいただく為、干渉しない事をサービスと考えて
おります。その為、スタッフの出入りは極力控えさせて
いただいております。お布団敷きはお客様自身で
お願いします。また、部屋の鍵はお帰りの際フロントへ
お戻しください。何かお気づきの点や不明な点、
ご要望等がございましたら、遠慮なくスタッフにお申
し付けください。

布団はご自身で敷いていただいております

S E R V I C E
P O L I C Y

Wi-Fi  :  guest    Pas s :  hata58-maru1 本サービスの利用により生じたあらゆる損害、
損失について当館は一切責任を負いませんので予めご了承ください。
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